
 

 

 

不快感情はダメなもの？！ 

校長という立場になって、様々な子どもや

教職員、保護者の皆様とつながってきました。

その中で、「不快感情」を安全に上手に抱える

ということの大切さをたくさん感じてきまし

た。今日は、元東京学芸大学 教育心理学講座 

教授大河原美以先生の著書をもとに、お話し

たいと思います。 

みなさんは「自分が今どんな感情であるか」

ということを、分かっていて当然と思ってい

らっしゃると思います。しかし、自分の感情が

分かるということは、実はそんなに簡単なこ

とではありません。身体感覚（様々な感情のエ

ネルギー）と言語がつながりをもち、それを使

うことができないと、自分の感情を言語化で

きないのです。 

赤ちゃんのことを思い出してみましょう。

赤ちゃんが楽しくて「キャッキャッ」としてい

るとき、私たちはその様子から、この子は喜ん

でいるということをみとって、言葉にします。

「たのしかったねぇ」「うれしかったねぇ」等

です。子どもの感情を大人がくみとって、かわ

りに言語化するというコミュニケーションが

行われます。実はこの繰り返しによって、赤ち

ゃんは、自分のこの感情のエネルギーに「うれ

しい」という名前をつけられるようになりま

す。これを感情の社会化と言います。自分の身

体感覚としての感情が、他者と共有できるも

のとなるので「社会化」されると言われます。

豊かな感情を育てるということは、まさにこ

の「社会化」の過程と言えるのです。 

では、ネガティヴな感情の場合はどうでし

ょうか。小さな子どもが転んだ場面を思い浮

かべてください。子どもは、身体に流れた不快

感情のエネルギーを、大声で泣き叫ぶことで

表します。それを見て大人は「大丈夫、大丈夫」

「痛くない、痛くない」「もう泣きやみなさい」

なんて、言ってしまいがちです。しかし、本当

はこの不快感情に対しても、きちんと「痛かっ

たねぇ」「ビックリしたねぇ」等、その不快感

情と言語を結びつける必要があるのです。  

僕たち大人は、子どもに負の感情をぶつけ

られた時、感情表出そのものを禁じてしまい、

適切な日本語をあてはめてあげられないこと

がよくあります。知らず知らずのうちに「子ど

もが自分たちに不安や悲しみを喚起させるこ

とのない存在でいる」こと、つまり「子どもが

にこにこ、かわいく機嫌よくいてほしい」と願

ってしまうからです。 

そのような願いを子どもに伝え続けてしま

ったらどうでしょう。子どもは、自分の不快感

情を表出できず、無理に「よい子」になること

になります。そして、不快感情が流れた時にそ

れをどうやって扱うのか、どのように安全に

抱えればよいかを学ぶ機会を奪われます。そ

うした子どもたちは、キレると言われる状態

になったり、相手を攻撃してしまったり、身体

症状として表れてしまったりします。不快感

情を間違った方法で処理してしまうからです。 

僕たちが生きて行く中では、嫌なことも、心

配なことも、うまくいかないことも、山ほどあ

ります。そうした時、ネガティヴな感情のエネ

ルギーが自分の中にあふれることは、自然な

ことでダメなことではありません。それをし

っかり理解して、ポジティブな感情はもちろ

んのこと、ネガティヴな感情もしっかり育て

ていきたいと考えます。 

そのためには、①怖い、悲しい等のネガティ

ヴな感情（もちろんポジティヴな感情の場合

も）がわき上がってくる場面で、②思いっきり

自由に感情表出をして、③「怖かったね」「か

なしかったね」と抱きしめてもらうという３

つのプロセスを含んだコミュニケーションを

日常的に保障すればよいだけです。 

そうは言っても、子どもたちの不快感情に

向き合うことは、しんどいことです。子どもの

不快感情に「どうして、そうやって親を困らせ

るんだ。」と感じてしまうこともあるかもしれ

ません。そうしたら、自分の立ち位置を確認し

てください。大人ポジション－子どもより上

の位置にいて、こどもを気遣い、守り、保護し、

導く立場、それが僕らの立つ場所です。うまく

立てていないと感じたら、大人も自分の不快

感情に寄り添ってもらう必要があります。 

大丈夫、子育ては、ひとりでするものではあ

りません。助けてもらいながらでいいのです。 
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